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産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料  

令和２年１月２１日 

件   名 環境活動プラットフォーム交流会の実施結果について 

所管部課名 環境部 環境政策課、政策経営部 協働・協創推進担当課 

内   容 

ＥＡＮＡ（エコ活動ネットワーク足立）登録団体をはじめとした、区内環

境活動団体間の「顔の見える関係」の構築、団体間の連携や活動拡大のきっ

かけづくりを目的として標記の交流会を実施したため報告する。 

 

１ 実施日時   令和元年１１月１９日（火） 

午後７時～午後９時１５分 

 

２ 会  場   区役所本庁舎１３階大会議室Ｂ 

 

３ 参 加 者   ２４団体（別紙の通り）２６人 

         ※うちＥＡＮＡ登録団体は１４団体 

 

４ 参加者の声  別紙アンケート集計の通り 

 

５ 次回開催予定  令和２年２月２７日（木） 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

新たな活動の場を求めている団体が複数あった。各団体が繋がり合い、活

動を拡大していけるよう支援していく。 

 

２ 



環境活動プラットフォーム第１回交流会　参加者一覧

企業・団体名称

1 NPO法人あらかわ学会

2 NPO法人エコロジー夢企画

3 NPO法人森林インストラクター会フォレスト

4 あだち環境マイスター

5 足立区女性団体連合会・環境部会

6 足立区本木・水辺の会

7 足立成和信用金庫

8 足立平成五色桜を育む会

9 伊興中央町会

10 ウォータースタンド株式会社

11 かつしか足立持続発展教育協会（ESD-KA）

12 株式会社富士テクニカルコーポレーション東京支店

13 研究調査NPO団体愛着あだちの会

14 江北村の歴史を伝える会

15 しかはま自然観察会のらえもん

16 シナリー化粧品

17 新田自然保護の会

18 スマイル農園・食談会

19 鳥海工業株式会社

20 パルシステム東京あだちエコ委員会

21 ピーアークホールディングス株式会社

22 野鳥モニター

23 足立エコロジーズ

24 有限会社　風大地プロダクツ

３



環境活動者・団体交流会アンケート集計 

○参加者 26 名中回答者数 26 名（100％） 

Q1 本日の交流会は活動を充実させるための参考になりましたか？（1 つ選択） 

参考になった １５名 ５７．７％ 

まあまあ参考になった ８名 ３０．８％ 

どちらでもない １名  ３．８％ 

あまり参考にならなかった １名  ３．８％ 

参考にならなかった ０名  ０．０％ 

無回答 １名  ３．８％ 

Q2 本日の交流会に今後の活動への新たな気づき・ヒントがありましたか？（1 つ選択） 

大いにあった １３名 ５０．０％ 

まあまああった １０名 ３８．５％ 

どちらでもない １名  ３．８％ 

あまりなかった １名  ３．８％ 

まったくなかった ０名  ０．０％ 

無回答 １名  ３．８％ 

Q3 次回の交流会について、貴団体が参加しやすい日時を教えてください（複数選択可） 

平日の日中 １１名 ４２．３％ 

平日の夕方以降 １３名 ５０．０％ 

土日の日中 ２名  ７．７％ 

土日の夕方以降 ３名 １１．５％ 

無回答 ５名 １９．２％ 

 

Q4 今回の交流会についてのご意見を自由に記入ください。※抜粋 

・小グループ方式だったので、各団体の考えていることを話し合えたのでよかった。 

    ・様々な視点で環境に携わっている方々が足立区にいるという事が良くわかりました。 

   ・異業種、異団体との交流は意義深く感じました。今後も続けていただければ幸いです。 

     ・交流の時間を長くしてほしい。でも 10 人の方と名刺交換できたことはありがたかった。 
Q5 知りたい情報、つながりたい団体・企業などがあれば、お聞かせください。※抜粋 

・子どもの自然環境教育を行っている団体、企業とつながりたい。 

・各活動団体の活動時期や場所、内容など概略で良いので一覧表が欲しい。 

・有機・無農薬の野菜作りの仲間を増やしたい。 

   ・足立成和信用金庫さんに店舗スペースの貸出や後援などをしていただきたい。 

 

４ 



産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 

 

 令和２年１月２１日 

件 名 新たな環境学習教材の制作について 

所管部課名 環境部 環境政策課 

内 容 

現在の小学４年生を対象とした環境スタートブックを、小学４年生か

ら６年生までに対象を拡大した環境学習ワークブックとこれに連動した

デジタル教材として、全面リニューアルする。 

 

１ 現在の環境スタートブックの課題 

（１）小学５、６年生で扱う内容が多い。 

（２）足立区に関する情報が少ない。 

（３）小学５、６年生への環境学習の継続性がない。 

２ 新たな環境学習教材の概要 

（１）環境学習ワークブックで扱う主なテーマ 

   ① ＳＤＧｓ 

   ② 地球温暖化（気象災害、健康への影響など） 

   ③ 自然（生物多様性、外来種、マイクロプラスチック問題など） 

   ④ エネルギー（化石燃料、再生可能エネルギーなど） 

   ⑤ 水（上下水道、水質汚濁など） 

   ⑥ 大気（大気汚染、ＰＭ２．５、酸性雨など） 

   ⑦ ごみ（ごみの処理、食品ロス、３Ｒなど） 

   ⑧ 環境に関連する仕事紹介 

（２）デジタル教材 

   環境学習ワークブックの内容に関連する動画や画像等を、児童が

操作するタブレットや大型モニターに表示できる。 

３ 配布対象 

  区立小学校４年生から６年生全員 

４ 教材配布及び使用開始時期 

  令和３年５月頃配布、使用開始予定 

 

問 題 点 

今後の方針 
 教材の作成及び運用について教育委員会と連携し進めていく。 

 

５ 



産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 

 令和２年１月２１日 

件  名 
家庭用インクジェットプリンターのカートリッジ回収拠点の拡大につ

いて 

所管部課名 環境部 ごみ減量推進課 

内  容 

家庭用インクジェットプリンターのカートリッジについて、受け入れ

窓口を拡大した。 

１ 受け入れ窓口および受付日 

  いずれも、令和元年１２月１９日より受付を開始した。  

（１）江北地域学習センター 

（足立区江北三丁目３９番４号） 

   受付時間等 

   平日、土・日曜日、祝日 午前９時から午後８時 

   ※ 但し、毎月第３月曜日、年末年始その他休館日を除く 

（２）保塚地域学習センター 

（足立区保塚町７番１６号） 

   受付時間等 

   平日、土・日曜日、祝日 午前９時から午後８時 

   ※ 但し、毎月第２月曜日、年末年始その他休館日を除く 

   

２ 既存の窓口：以下の９カ所 

区役所本庁舎 1階アトリウム、あだち再生館、 

生涯学習センター、竹の塚地域学習センター、 

鹿浜地域学習センター、新田地域学習センター、 

東和地域学習センター、舎人地域学習センター、 

足立区勤労福祉会館 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

●既存窓口 ★新規窓口 



３ 回収方法 

  カートリッジ回収ボックスを設置し、回収を行う。 

  集まったカートリッジは月１回、協力事業者である「ジット株式会

社」が無料で回収を行う。 

 

４ 既存窓口 回収実績（単位：ｋｇ 10ｇ未満切捨て） 

 

設置場所 平成２９年 平成３０年 令和元年 

本庁舎 26.45 18.65 18.98 

あだち再生館 8.49 5.11 5.56 

足立区勤労福祉会館 7.83 4.93 2.22 

生涯学習センター 62.79 52.32 41.83 

竹の塚地域学習センター 58.79 62.06 41.01 

鹿浜地域学習センター 13.53 16.54 15.15 

新田地域学習センター 4.79 8.83 5.46 

東和地域学習センター  18.7 9.77 

舎人地域学習センター  3.89 5.56 

合計 182.68 191.03 145.55 ※ 

  ※ 令和元年１１月末時点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 題 点 

今後の方針 

 

 足立区ホームページに掲載し、周知していく。 

 

７ 



産 業 環 境 委 員 会 報 告 資 料 

令和２年１月２１日 

件  名 不法投棄対策強化期間の結果と通報協力員の登録状況について 

所管部課名 環境部 生活環境保全課 

内  容 

１ 不法投棄対策強化期間の結果 

毎年１２月に実施している不法投棄対策強化月間を１０月からに前倒して

設定し、各課が設定した重点箇所の不法投棄防止強化パトロールを実施した。 

（１）強化期間 

   １０月から１２月の３か月 

（２）重点箇所の強化パトロール実施回数  

担当課 10月 11月 12月 計 

ごみ減量推進課 88 81 80 249 

防 犯 設 備 課 3 4 6 13 

工   事   課 31 33 28 92 

公 園 管 理 課 26 26 26 78 

交 通 対 策 課 107 142 96 345 

計 255 286 236 777 

（３）不法投棄処理個数（１２月末日現在）           単位：個 

内訳 区道 公園 集積所 私有地 合計 前年度 増減 

自転車 3,567 5 11 23 3,606 3,603 3 

バイク 43 3 0 0 46 24 22 

家電 46 40 377 6 469 360 109 

ごみ 914 653 1,945 50 3,562 4,113 -551 

合計 4,570 701 2,333 79 7,683 8,100 -417 

※前年度同時期比 5.1％減 

（４）集積所における不法投棄対策の実績（１２月末日） 

  ア 不法投棄への注意喚起、通報協力を呼びかけるビラの貼付 ２３５件 

  イ 被害再発の現場における警告ビラや住民への聞込み・協力依頼 ７件 

２ 不法投棄通報協力員の登録状況（１２月末日） 

（１）２，２７９名（目標の２，０２０名達成）  

（２）足立成和信用金庫、明治安田生命保険相互会社との協働・協創 

  協定を締結した足立成和信用金庫職員８６名、明治安田生命保険相互会社

職員２５０名の登録があった。 

問 題 点 

今後の方針 

不法投棄通報協力員から、通報の動機付けとなる「～エコボトルプレゼン

ト！！～新春キャンペーン」を２月末日まで実施している。 

また、３月には「～紙資源分別バックプレゼント！！～キャンペーン」の実

施を予定している。  

８ 
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